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令和２年度 理科

教科 生物

使用教科書 　「改訂版　生物」　（数研出版　）

　生物や生物現象について関心をもち、
主体的に探究しようとするとともに、科学
的な見方や考え方を身に付けている。

　生物や生物現象の中に
問題を見いだし、探究す
る過程を通して、事象を
科学的に考察し、導き出
した考えを的確に表現し
ている。

　生物や生物現象に関する
考察、実験などを行い、基
本操作を習得するとともに、
それらの過程や結果を的確
に記録、整理し、自然の事
物・現象を科学的に探究す
る技能を身につけている。

　生物や生物現象につ
いて、基本的な概念や
原理・法則を理解し、知
識を身に付けている。

副教材等 　「Let's Try Note Vol.１・2・3」　（東京書籍）

１．担当者からのメッセージ（学習方法等）

生物学においては、日々新しい発見があり、研究方法や技術にも目を見張るような進歩が見られる。それらに対する興味や好
奇心を常に持ち続け、知識の吸収はもちろんだが、更にそこから生まれる疑問を思考力の発展へとつなげてもらいたい。

２．学習の到達目標

生物や生物現象に対する探究心を高め，目的意識をもって観察，実験などを行い，生物学的に探究する能力と態度を身につ
けるとともに，生物学の基本的な概念や原理･法則の理解を深め，科学的な自然観を養う。

３．学習評価（評価規準と評価方法）

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

授業に取り組む姿勢
観察・実験(レポート)
教科書・問題集の問題
ノートの記載内容
定期考査

授業に取り組む姿勢
観察・実験(レポート)
教科書・問題集の問題
ノートの記載内容
定期考査

授業に取り組む姿勢
観察・実験(レポート)
教科書・問題集の問題
ノートの記載内容
定期考査

授業に取り組む姿勢
観察・実験(レポート)
教科書・問題集の問題
ノートの記載内容
定期考査

　上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。
　学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。



ａ ｂ ｃ ｄ

第１編　生命現象と物質
第１章　細胞と分子
１．生体を構成する物質
２．タンパク質の構造と性質
３．酵素の働き
４．細胞の構造
５．物質輸送とタンパク質
６．情報伝達・認識とタンパク
質

第3章 遺伝情報の発現
１．ＤＮＡの構造と複製
２． 遺伝情報の発現
３．遺伝子の発現調節
４． バイオテクノロジー
探究活動

第3篇　生物の環境応答
第５章　動物の反応と行動
１．ニューロンとその興奮
２．刺激の受容
３．情報の統合
４．刺激への反応
５．動物の行動
第6章 植物の環境応答
１．植物の生活と環境応答
２．発芽の調節
３．成長の調節
４．環境の変化に対する応答
５．花芽形成・結実の調節

行動観察
提出物・課
題
定期考査

2

減数分裂による遺伝子の分
配と受精により，遺伝的に多
様な組み合わせをもつ子が
生じることを理解するととも
に，遺伝子の連鎖と組換えに
ついても理解する。
配偶子形成と受精，卵割から
器官分化の始まりまでの過
程について学ぶとともに，細
胞の分化と形態形成の仕組
みを無脊椎動物・脊椎動物の
それぞれについて理解する。

評価方法

４．学習の活動

学期 単元名 学習内容
主な評価の観点

単元（題材）の評価規準

1 ○ ○

細胞小器官や細胞の働きに
ついて詳しく学習する。

第2章 代謝
１．代謝とエネルギー
２．呼吸と発酵
３．光合成
４．窒素同化

呼吸によるエネルギーを取り
出す仕組みを学習する。また
光エネルギーを用いた光合
成を中心にした炭酸同化全
般と窒素同化を学ぶ。

遺伝子とは何かを考え，DNA
の構造，遺伝情報の複製･転
写･翻訳の仕組み，そして遺
伝子発現の調節を学び，バイ
オテクノロジーの原理とその
応用を見ていく。

○

ａ：細胞の構造、それによ
る様々な生命活動を意欲
的に探究しようとしてい
る。

行動観察
提出物・課
題
定期考査

ｂ：物質は細胞にとってど
のように有効利用されて
いるのか、生命をつくって
いる物質とはどんなもの
で、また、どのように生命
を支えているのかなどを
理解する。
ｃ：細胞の構造・呼吸・同
化・DNAなどに関する実
験等を通じ、実験技能を
習得する。

ｄ：細胞における物質交
代・エネルギー代謝の仕
組み、遺伝子の構造・働
き・将来へ向けてのバイオ
テクノロジーの発展性に
ついての知識と理解がで
きている。

○

ａ：生物の生殖方法・環境
に対する生物の対応な
ど、生物が身近に見せて
くれるさまざまな出来事に
目を向け、意欲的に探究
しようとしている。

ｂ：生殖の必要性は何な
のか、生物にはなぜいろ
いろな生殖の方法がある
のか、生物がもっている
外界からの刺激への対処
方法にはどんな工夫があ
るのか、生物の誕生と進
化に対する考察し、導き
出した考えを表現してい
る。

第２編　生殖と発生
第４章 生殖と発生
１．遺伝子と染色体
２．減数分裂と遺伝情報の分
配
３．遺伝子の多様な組み合わ
せ
４．動物の配偶子形成と受精
５．初期発生の過程
6．細胞の分化と形態形成
７．植物の配偶子形成と発生

配偶子形成と受精，卵割から
器官分化の始まりまでの過
程について学ぶとともに，細
胞の分化と形態形成の仕組
みを無脊椎動物・脊椎動物の
それぞれについて理解する。

植物の配偶子形成と受精，
胚発生と花器官の分化につ
いて学ぶ。

外界の刺激を受容し，神経系
を介して，反応する仕組みを
学び，刺激に対する反応とし
ての動物個体の行動につい
て理解する。

植物が周りの環境からの刺
激に応答する仕組みを理解
する。

○ ○



第５編 生物の進化と系統
第８章 生物の起源と進化
１．生命の起源と初期の生物
の変遷
２．多細胞生物の変遷
３．進化のしくみ
 
第９章 生物の系統
第1節 生物の系統
第2節 生物の多様性

※ 表中の観点について ａ：関心・意欲・態度

ｃ：観察・実験の技能

※ 年間指導計画（例）作成上の留意点

第４編　生態と環境

第７章　生物群集と生態系
１．個体群
２．個体群内の個体間の関
係
３．異種個体群間の関係
４．生物群集
５．生態系における物質生産
６．生態系と生物多様性

生態系における物質生産とエ
ネルギー効率について学ぶと
ともに，生態系における生物
多様性に影響を与える要因

を理解し，生物多様性の重要
性を認識する。

　・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）
　 の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付け
　 ている。

行動観察
提出物・課
題
定期考査

2 ○

ｄ：知識・理解

ｃ：生物の形態・用途の違
い等を、実物・写真・化石
などの資料を用いて分
類・整理している。

ｄ：地球上に生存するさま
ざまな生物はどのような
特徴をもっているか、ま
た、それぞれの生物の役
割・地球環境との関係な
どの知識を基に、地球全
体を視野に入れた生物の
在り方等を深く考えてい
る。

ａ：多くの種類がすむこの
地球上で生物どうしがど
のような関係を築いてい
るのか、地球全体の環境
問題に関心を持ち、意欲
的に探究しようとしてい
る。

ｂ：地球上の生物は何種
類くらい存在するのか、そ
れらはどのような基準で
分類されているのか、生
物どうしが共存するため
にどんな工夫をしている
のか、それぞれの生物が
地球全体の環境に対して
どのような役割を果たして
いるのかなど、について
考察し、導き出した考えを
表現している。

ｂ：思考・判断・表現

ｃ：発生に関する観察・実
験を行い基本操作をする
と共に、それらの過程や
結果を的確に記録、整理
している。

行動観察
提出物・課
題
定期考査

生物の生活に影響を及ぼし
ている環境と生物との関係に
ついて理解する。

同種の個体が相互作用を及
ぼし合っていることを理解す
る。また，個体群レベルから
順にそれぞれの段階で繰り
広げられる生物のさまざまな
営みと，環境との関係につい
て理解する。

3 ○ ○

生命の起源と生物進化の道
筋について学び，生物進化が
どのようにして起こるのかを
理解する。
また、進化がどのように裏づ
けられ，その仕組みがどのよ
うに説明されているかを学
ぶ。

生物の分類の方法，系統を
明らかにする方法，現在明ら
かになっている生物の系統に
ついて学ぶ。

○

ｄ：各生物がもつ生殖方法
の特徴・利点、発生過程・
仕組み、外界の刺激に対
する対応の仕方、生命の
起源と進化の過程･仕組
みを理解し、整理した知
識を身につけている。

○


